
は
ー
三
笠
山
の
も
の
rfJ
同

1
で
~
同
時
代
の
-
の
ど
恩

は
れ
､
以
前
噴
出
に
係
る
凝
次
岩
は
､
北
麓
に
ド
ン
ズ

リ
ポ
ー
の
奇
蕊
を
点
し
て
周
る
､
婁
摩
安
山
岩
は
讃
岐

囲
高

松

附
近
に
あ
る
も
の
yJ
聯
聞
L
tJ
P
東
西
の
分
布

ヤ
ノ

を
威
し
p
温
か
に
九
州
の
北
部
.
藤
岡
膝
八

女

郡
日
向

見
'
及
び
佐
賀
豚
武
雄
の
南
｡
御
船
山
に
於
け
る
も
の

ビ
舶
呼
艦
上
で
居
る
.
こ
の
雲
母
栗
山
潜
中
に
は
柘
閥

石
の
納
品
を
倉
み
.
大
鹿
よ
-
審
日
に
至
る
間
に
於
て

虚
〝々

に
淘
汰
操
取
せ
る
金
剛
砂
は
'
此
岩
石
の
介
解
せ

る
砂
機
中
よ
-
柘
相
石
を
選
取
す
る
-
の
で
あ
る
O

柘
村
石
は
211
の
飴
晶
が
多
-
110
は
少
な
い
'
餓
ビ
聾

土
亡
を
多
-
倉
み
苦
土
ビ
石
衣
は
少
な
い
､
其
大
さ
に

ょ
-
て
用
途
を
典
に
し
.
宍
漁
村
の
富
川
工
場
に
於
で

は
'
砕
砂
機
を
蓬
極
L
t
十
種
に
分
ち
て
販
嚢
せ
-
～

魔
米
ロ月
約
二
有
人
.
春
月
の
産
額
約
十
寓
斤
に
上
る
ど

い
ふ
｡

''･)
･*

グ

ラ

フ
ィ

カ

ル
プ

ロ
ビ

ン

ス
に
就
て上

清

寅

次

郎

人
衝
の
活
動
は
.
多
少
の
例
外
は
あ
る
に
じ
で
も
'

其
の
土
地
の
地
勢
･気
候
｡天
産
其
の
他
種
々
の
地
理
的

現
象
に
多
大
の
形
饗
を
受
け
つ
ヽ
あ
る
こ
亡
は
何
人
も

柾
は
な
い
虞
で
あ
ら
-
｡

そ
こ
で
'
地
期
的
環
境
の
組

似
す
る
地
を
限

っ
て

一
馬
域
ビ
し
.
其
の
笛
域
の
自
然

的
状
況
を
探
究
し
､
其
の
人
顛
潜
動
に

ぼ
す
関
係
を

fh
･す
かこ
フ
フ
イ
カ
>_
プ

ロ
ビ
ン
ス
に
就
音
て

究
め
.
以
て
地
方
的
特
色
を
許
に
す
る
こ
と
は
､
地
理

畢
研
究
'
特
に
地
方
誌
の
研
究
に
於
で
は
､
梅
め
て
重

要
な
る
こ
ど
ゝ
信
す
る
.
地
理
的
窮
境
の
斬
似
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
甚
劃
~
即
ち
地
哩
的
地
方

G
eo
g･rap
h
ica
I

p

l

O
l
in
ce
は
そ
の
性
質
上
'
政
治
甚
割
の
如
-
境
鼻
を

明

瞭
に
示
す
こ
亡
は
困
難
で
あ
る
が
､
彼
の
如
-
屡

々

㌣

尻

Ltl七



地

球

章
動
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
P
其
の
折
魔
の
進
む
に
つ

れ
て
白
頭
鼎
ビ
人
類
活
動
ビ
に
勘
か
す

べ
か
ら
ざ
る
関

係
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
得

べ
-
'
斯
琴
の
利
率
約

倍
低
だ
研
究
者
の
趣
味
だ
を

7
層
深
甚
t･.
ら
し
め
る
こ

LJJ
ゝ

円心
は
れ
る
｡
こ
れ
は
従
姉
鞠
も
す
る
だ
断
片
的
事

項
の
記
載
に
傾
き
.
顛
鯛
妖
花
記
憶
的
単
科
g
L
で
取

扱
は
れ
易
か
っ
た
地
理
学
だ
は
大
い
に
適
を
典
に
す
る

底
で
あ
っ
て
.
若
し
地
理
的
地
方
の
科
挙
的
研
究
が
十

分
遊
歩
し
て
凍
れ
ば
地
理
畢
研
究
上
に
於
で
確
に

一
博

機
を
劃
し
得
る
こ
ど
ゝ
思
ふ
｡

英
樹
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ハ

パ
ー
･1
ソ
y
A
.
I.

H
e
lb
erts.n
氏
は
'
金
世
界
を
玉

置
域
ビ
し
､
更
に
特

有
打
b
る
二
十
地
方
を
代
表
的
に
選
揮
し
て
各
霞
城
の
特

色
拝
に
選
探
さ
れ
た
地
方
の
自
然
人
文
上
の
特
色
を
極

め
て
簡
明
､
有
益
に
説
適

し
て
ゐ
る
｡

｢

宰
常
陸
､
囲

ユ
ー
ラ
シ
ャ
北
部

｡
北
米
北
部
の

如
き
低
地
(
ツ
ン
ド
ラ

式
)'
聞
ノ
ル
ウ
ェ
ー
｡
カ
ム
チ

ャ
ツ
カ
｡
ユ
ー
コ
ン
地
方
･(塞
帯
高
原
式
).
6
:グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
の
加
-
四
時
水
蜜
に
蔽
は
れ
た
る
高
原

(
♂

リ
ー

ン
ク
ソ
ド
式
)o

鱒
二
容

第
四
助

WC
六

三
八

二
､

冷
凍
温
常
置
､
川

ユ
ー二
ブ
シ
て
の
西
部

言

I

p･
ツ
｡.'1
式
)
､閉
北
米
の
東
部
(
セ
ソ
ー
ロ
ー
レ
ン
ス
式
)

ド
内
陸
低
原
(南
部
シ
べ
リ
ヤ
式
)'
仲
内
陸
高
原

(ァ

ル
タ
イ
式
).
何
著
し
-
隆
起
せ
る
地
(国
威
高
原
式
)

.

三
.
温
暖
温
帯
匡
'
閏

ユ
ー
ラ

,b
ヤ
西
南
部

(地
中

海
沿
岸
式
)'
囲
同
東
部

支
那
式
,.
拘
内
陸
低
地

(ッ

ラ

ン
低
地
式
)'
伺
内
陸
高
原

(イ
ラ
ン
高
腰
式
)'
囲

内
陸
に
於
て
特
に
寒
冷
な
る
冬
を
有
す
る
地

(蒙
古
高

原
式
)

｡

四
｣

乾
燥
.
夏
季
多
浜
=熟
静
匝
'
囲
ア
ブ
-
カ
西
北

部
(サ
ハ
ラ
式
)､
聞
ア
ジ
ヤ
の
楽
部
･南
部
(季
節
風
滞

式
)
'
囲
ア
フ
リ
カ
内
部

(
ス
ガ
ン
式
)'
仲
ア
フ
リ
カ

東
部
高
原
(
ア
フ
リ
カ
東
部
高
原
式
)'
囲

エ
ク
ア
ド
ル

高
原
地
方
L
H
ク
ア
ド
ル
高
原
式
)

0

五
､
温
熱
多
濃
赤
痛
匝
'
明
赤
遮
地
方
多
童
の
低
地

(ア
マ
ゾ
ン
式
)
.
cq;
赤
造
地
方
の
山
地

(
マ
タ
イ
諸
島

求
)｡以

上
は
代
表
的
に
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
'

'1
.I,～

I
ー
ノ
ン
氏
に
よ
れ
ば
其
の
他
の
地
方
は
大
凡
上
記
分

類
の
何
れ
か
に
此
地
肌し
得
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
0
例
へ



ば
関
都

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出現
す

る
地
方
を
北
米
の
閣
北
海

樺
に
見
､
地
中
揮
沿
岸
式
の
地
方
を
ア
7
-
カ
閣
南
部

及

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
児
､
サ

rt
ラ
式
の
地
方
を
ア

ラ
ビ
ヤ
｡
オ
ー

ス
-
ラ
リ
ヤ
に
見
る
如
き
こ
れ
で
あ
る
｡

吾
人
は
白
熱
的
状
況
の
類
似
せ
る
地
方
は
人
文
活
動
に

も
如
似
の
鮎
を
見
る
が
.
同
時
に
'
又
'
地
方
的
に
選

っ
た
特
色
を
も
認
め
る
の
で
あ
っ
て
'
地
方
誌
研
究
の

興
味
を

1
瀞
淀
か
ゝ
ら
し
め
る
の
で
あ
る
.

我
が
国
は
温
暖
温
帯
馬
車
の
ユ
ー
ラ
シ
ャ
東
部
.
即

ち
支
那
式
の
中
に
倉
め
ら
れ
て
ゐ
る
O

挽
暖
渦
蒋
笛
は

北
軍
球
に
於
て
は
地
中
海
沿
岸
地
方
｡
ツ
ラ
ン
低
地
･
イ

ラ
ン
地
方
･蒙
古
高
原
地
方
か
ら
､支
那
を
経
て
太
平
洋

に
連
-
.
只
ア
'･,b
ヤ
洲
の
西
南
部
に
於
で
世
界
最
熟
の

地
域
に
よ
っ
て

l
部
分
切
断
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
｡
北

米
の
南
部
｡南
米
｡濠
洲
｡阿
弗
利
加
に
於
で
も
こ
の
屈

域
が
存
在
す
る
.
温
暖
湿
潤
陰
の
特
徴
は
､
冷
涼
撒
帯

隈
に
比
し
て
.
暴
き
塞
ぎ
弧
か
き
冬
E
を
有
し
二
瓶
地

A,J
か
内
陸
ビ
か
に
よ
っ
て
塞
愚
の
差
の
峻
烈
な
地
も
あ

る
｡
雨
量
は
季
節
に
よ
っ
て
多
い
時
期
ビ
少
な
い
時
期

だ
あ
る
が
.
概
し
て
閣
部
に
於
･て
は
冬
季
に
'
楽
部
に

汐

サ

グ
ラ
フ
ィ
カ

ル
プ
ロ
ゼ
ン
ス
に
就
4
Jて

於
て
は
夏
季
に
多
雨
､
内
陸
は
常
に
両
畳
に
乏
し
い
0

億
度
は
櫛
板
に
富
む
が
'
冷
涼
撒
潤
苗
に
於
で
小
変
の

多
か
っ
た
に
比
し
て
.
こ
の
届
域
に
玉
萄
黍
･黍
･稲
が

盛
ん
に
新
作
さ
れ
る
に
至
-
'
熟
き
地
方
･で
は
繊
維
植

物
ビ
し
て
桶
は
最
も
寵
要
な
農
産
で
'
生
糸
は
桑
樹
の

生
育
す
る
地
方
の
赫
産
で
あ
る
'
高
地
に
は
牧
畜
が
行

ほ
れ
て
羊
毛
其
の
他
歎
毛
を
供
給
し
.
果
樹
は
各
地
に

栽
培
さ
れ
葡
術
｡甘
橘
壷
…花
泉
其
の
他
県
物
の
種
類
も

多
い
｡
概
槽
の
如
-
池
を
探
る
植
物
も
そ
の
様
瀬
に
富

ん
で
ゐ
る
｡
此
慣
域
は
地
方
的
摩
殊
だ
影
響
の
弟
に
更

に
地
中
海
沿
岸
式
･支
那
式
｡
ツ
ラ
ン
式
･
イ
ラ
ン
革

袋

膏
高
原
式
の
五
標
の
代
表
的
地
方
に
舟
ち
得
る
串
は
上

述
の
通
で
あ
っ
て
-
地
球
上
古
-
か
ら
文
明
の
敏
速
し

た
地
方
を
包
括
し
て
み
る
｡
こ
の
中
､
支
那
式
ビ
祁
す

る
は
'
概
し
て
大
陸
性
気
候
を
有
し
.
夏
冬
に
於
け
る

東
灘
の
較
差
和
犬
に
､
夏
季
は
南
畳
に
富
む
｡
森
林
中

に
は
胡
桃
を
見
､
下
生
糖
物
に
は
常
線
の
も
の
多
-
p

地
中
海
沿
岸
の
倭
株
を
恩
は
し
め
る
｡
北
方
に
は
早
毅

ビ
し
て
穀
物
･室
数
が
生
育
L
t夏
季
に
は
甘
栗
･藍
･摺

梢
の
生
育
哲
も
見
る
O
茶
は
降
雨
多
き
南
方
に
.
塵
に
蘭

告

七

三
九



拙

･球

に
は
静
雄
も
多
-
其
他
動
鞭
植
物
を
将
し
'選
手
'
粟
｡

桑
は
こ
の
地
方
に
贋
-
分
布
す
る
｡
北
米
の
ミ
シ
シ
ッ

ピ
川
の
兼
方
よ
-
大
西
洋
岸
に
か
け
て
.
こ
れ
に
似
た

地
方
が
あ
っ
て
玉
萄
黍
･煙
草
｡棉
･覇
を
度
し
､
ア
フ
タ

カ
洲
の
ナ
ク
ー
ル
州
p
ヶ
-
ブ
州
の
釆
部
p
津
洲
の
ニ

ュ
ー
サ
タ
ス
ク

エ
ー
ル

ス
州
の
東
部
-
ク
イ
ン
ス
ラ
ン

ド
州
の
南
部
等
も
,?れ
に
属
す
る
｡
こ
れ
等
南
半
球
各

地
の
冬
季
は
北
軍
球
の
そ
れ
よ
り
も
暖
-
'
内
陸
に
入

る
に
つ
れ
て
爾
塵
減
じ
､
支
那
及
び
北
米
に
て
は
､
北

方
よ
り
も
南
方
が
農
産
の
収
穫
を
将
す
傾
向
が
あ
る
J

我
が
歯
は
こ
の
地
方
に
屈
し
て
ゐ
る
が
'
ア
ジ
ア
大
陸

}J
は
海
を
以
て
隔
て
ら
る
ゝ
こ
ど
'
列
島
は
幅
せ
ま
-

南
北
に
長
-
延
長
す
る
こ
E
､
垂
庇
井
に
水
平
肢
節
の

複
雑
な
る
こ
と
.
季
節
風
の
影
響
等
に
よ
っ
て
各
地
そ

れ
ぐ

地
方
的
に
興
っ
て
ゐ
る

即
ち
小
変
を
主
賓
農

産
k)す
る
北
海
道
の
▲如
き
は
冷
涼
温
帯
匿
に
屈
す

ペ
-

7
年
二
回
の
米
収
､
甘
藍
の
栽
培
'
番
蒸
其
の
他
の
熟

帝
性
来
賓
に
富
む
婁
轡
は
熱
帯
遍
に
属
す

べ
-
､
本
州

中
､
そ
の
幅
員
の
最
大
な
る
甲
信
地
方
の
如
き
は
朽

々

乾
塊
で
葡
荷
･柿
其
の
他
胡
桃
｡栗
等
の
乾
巣
に
富
み
ー

第
二
番

弟
川
鶴

屯
O
q

阻

O
L

地
中
海
地
方
の
来
賓
を
穿
韓
せ
し
め
､
こ
の
地
方
に
は

隣
束
'
濃
尾
等
の
平
野
に
見
る
如
き
多
肉
の
野
発
に
乏

し
き
は
乗
候
の
闘
係
に
よ
る
べ
-
.
南
信
地
方
は
舌
雄

名
古
屋
方
面
だ
粧
解
約
に
厳
密
な
る
関
係
を
有
す
る
は

勿
論
で
あ
る
が
.
近
凍
交
通

の蛍
蓮
だ
共
に
東
京
孔
商

品
ビ
大
阪
の
商
品
ビ
に
瓦
に
販
路
の
肇
餐
が
行
は
れ
.

烈
し
い
揮
終
戦
の
行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
は
､
翠
に
信
濃
が

地
形
上
に
於
で
東
商
の
L分
水
界
を
な
す
の
み
な
ら
ず
.

綻
酵
上
に
於
て
も
分
水
界
だ
る
こ
亡
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
っ
ItJ
こ
れ
等
は
自
然
人
文
上
に
於
け
る
こ
の
地
方

の

t
特
色
だ
荊
す

べ
き
で
あ
ら
-
.

以
上
は
地
理
的
地
方
に
つ
い
て
略
述
し
た
の
で
あ
る

が
､
周
到
な
る
研
究
に
よ
っ
て
'
地
理
的
地
方
を
確
漉

し
､
我
が
国
の
地
誌
研
究
を
し
て
漸
次
に
科
挙
約
七
其

の
歩
を
進
め
し
め
る
こ
ど
は
'
日
本
の
地
理
畢
鼎
前
途

の
た
め
に
､
地
学
に
志
す
の
士
に
よ
っ
て
'
是
非
開
拓

さ
れ
て
行
か
ね
は
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
ビ
倍
す
る
O
(完
)


